








＊屋上広告塔の「最大断面積」とは、広告物に対して側面から投光した場合の最大投影面積のことをいいます。
＊壁面突出広告物（例 商業地域50㎡以下）及び広告塔、広告板（例 商業地域30㎡以下）の表示面積は、一面の面積ではなく、両面に表示があるときは両面の表示面積を合計した面積
のことをいいます。













等







なお、高さの制限は適用されませんが、他の広告物と同
様に表示面積には算入します。



一つの建物に複数のテナントが入居する場合、自家用広告物の面積はどのように算定しますか？

テナントごとに自家用広告物の面積を算定しますので、各テナントで10平方メートル（禁止地域、
広告景観形成地区は５平方メートル）まで適用除外となります。

（禁止地域、広告景観形成地区は
５平方メートル）
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